
プロジェクトの展開（１） 

技術相談 

ROV 

ガラス球 

ユニット開発 

勉強会（JAMSTEC) 
企業、大学、CD 

費用がかかりすぎ 
技術がない 

ユニット型 
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た ガラス球カバー製作 

ガラス球の国産化 

機体試作･実験 

水中挙動試験 

事
業
化
の
可
能
性
が
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ＪＡＭＳＴＥＣ 
実用化展開促進プログラム採用 

海中無線通信 
非接触充電装置 
３Ｄビデオ撮影 

夢
を
追
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プロジェクトの展開（２） 

品質管理再構築 

８０００mへの挑戦 

信頼度の確認 

漁船実験の失敗 

マニュアルの整備 
チェックリストの整備 

７１０mの撮影に成功 

ガラス球の耐圧 
錘の切り離し 

通信球による回収 

実績の蓄積 

縦型に限定 

水族館による実験 
漁船による実験 
海に対する習熟 

経済産業省 
グローバル技術連携 

支援事業採択 

事
業
化
を
目
指
し
て 
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海洋研究開発 
機構 

事業推進部 

海洋工学センター 

芝浦工業大学 

複合領域産学 

地域連携推進本部 

東京海洋大学 

産学・地域連携 

推進機構 

海洋研究開発機構
実用化展開促進   

プログラム 

産学連携協定 
（2008年12月） 

産学連携協定 
（2005年10月） 

（2011年9月） 
（2012年11月） 

 東京東    
信用金庫 

中小企業     
応援センター 

 

岡本硝子 

浜野製作所 

パール技研 

バキュームモールド工業 

ツクモ電子工業 

杉野ゴム化学工業所 
 

経済産業省 
グローバル技術
連携支援事業 

事業化へ 
岡本硝子 
海洋・特機事業部 
（2014年6月） 

技術相談 
（2009年5月） 

プロジェクトの枠組み 



事務局の連携 
JAMSTEC；海洋工学センター・事業推進部 
東京海洋大学；産学・地域連携推進機構 

芝浦工業大学；複合領域産学地域連携推進本部 
東京東信用金庫；中小企業応援センター 

官の支援 
経済産業省 
文部科学省 

金融庁 

外部からの支援 
ソニーエンジニアの有志 

新江ノ島水族館 
源春丸 

海洋電子 
豊和産業 

トップの理解 
（定期的な情報交換会） 

理事、学長、理事長 

産学官金による支援体制 

人的交流を含め、顔の見える情報交換により、緊密な支援体制が組めた 

広報活動の連携 
海洋研究開発機構 

芝浦工業大学 
東京海洋大学 
新江ノ島水族館 
東京東信用金庫 

海洋研究開発機構・芝浦工業大学・東京海洋大学・東京東信用金庫 

25 



プロジェクトマネジメントから 
 信用金庫として 

 地域の中小企業の経営支援の一環 

 産学連携協定を締結した２大学を中心とした支援体制を確立 

 信用金庫のネットワークを利用して、必要な技術を持つ企業を集める 

 委員会事務局、助成金発掘と事務手続きを代行 

 【江戸っ子1号応援的預金】により、一般人の支援集約 

 関係各機関の基準に対応(異なった組織のとりまとめと調整） 
 公的機関としての制約と私企業の基準・制約の調整 

 メディア対応の整合性をとる（中小企業の話題性にだけ焦点） 

 大学の研究テーマは毎年新しくなど、関係者のニーズに対応 

 技術屋としてのコーディネーション 
 設計は委員会側 

 夢物語を事業化へ市場性・将来性を勘案して、少しでも役立つものを 

 総合工学としての全体調整（部分最適化を避ける） 

 企業体質の改善教育 
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プロジェクトの成果とは？ 

 信用金庫がハブとなった産学・異業種連携の実施例を示せた 
 海洋に関する一般の関心を高めることが出来た 
 企業の海洋開発の進出と、JAMSTECへ企業の紹介 
 企業体質の改善の契機 

 下請け体質からの脱出の契機 
 外部への情報発信の契機 
 社員のプロジェクト開発経験 

 企業等の宣伝 
 学生の社会経験の蓄積 
 安価で、取り扱い易い深海探査機の開発ができた 
 岡本硝子を中心に、事業化に向かって進みはじめた 

 平成26年6月1日 海洋・特機事業部創設 
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これから事業化に向かって邁進してまいります 
今後ともご支援をよろしくお願い申し上げます 

ご清聴ありがとうございました 
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